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政
の
刷
新
を
掲
げ
た
が
、

前
市
政
と
色
は
ど
う
変
わ

っ
た
か
。

　

橋
本　
「
市
民
の
く
ら

し
に
寄
り
添
っ
た
行
政

を
」
を
大
切
に
、
ま
ず
は

市
民
に
寄
り
添
い
、
喜
ん

合
化
に
向
け
、
ニ
ー
ズ
や

老
朽
化
の
状
況
な
ど
を
把

握
し
、
方
向
性
や
手
法
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
歳
入
確
保
の
面
で
は

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

な
ど
の
実
施
に
よ
り
自
主

財
源
確
保
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
21
年
度
に
は
日
野

　

市
長
と
な
っ
て
１
年

が
過
ぎ
た
。
選
挙
で
は
市

で
も
ら
え
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
と
い
う
意

識
を
職
員
全
員
と
共
有
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

２
０
２
１
年
４
月
の
羽
村
市
長
選
で
初
当
選
し
た
橋
本
弘
山
羽
村
市

長
に
市
政
の
取
り
組
み
状
況
を
聞
い
た
。
市
長
選
の
争
点
と
な
っ
た
羽
村

駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
学
識
経
験
者
ら
に
よ
る
検
証
会
議
の
意

見
を
参
考
に
年
度
内
に
具
体
的
な
方
向
性
を
打
ち
出
す
と
し
た
。
新
た
に

企
画
部
に
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
を
設
置
し
、
公
共
施
設
な
ど
の
整

理
統
合
な
ど
方
向
性
や
手
法
を
検
討
し
て
い
く
と
い
う
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
促
進
で
は
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
実
効
的
で
、
効
率
的
に
進
め

る
た
め
専
門
知
識
を
持
つ
外
部
人
材
の
活
用
を
６
月
か
ら
開
始
す
る
と
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
職
員
が
個
々
の
能
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
風
通

し
の
良
い
職
場
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
た
。＝
４
月
16
日
、

羽
村
市
役
所
で
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
聞
き
手
・
岡
村
信
良
）

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業  

年
度
内
に
方
向
性

職
員
行
動
指
針
や
接
遇
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
に
取
り

組
む
一
方
、
職
員
が
個
々

の
能
力
を
存
分
に
発
揮
で

き
る
よ
う
風
通
し
の
良
い

職
場
づ
く
り
に
努
め
て
い

る
。
手
始
め
に
係
長
職
の

全
職
員
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
し
た
。
声
は
し
っ

か
り
と
生
か
し
て
い
き
た

い
。

　

財
政
の
健
全
化
を
ど
う

進
め
て
い
る
か
。
新
し
い

視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

は
あ
る
か
。

　

橋
本　

行
政
改
革
推
進

本
部
で
事
務
事
業
の
改

善
、
見
直
し
を
審
議
し
、

２
０
２
２
年
度
当
初
予
算

に
反
映
し
た
。
22
年
度
は

新
た
に
企
画
部
に
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
を
設

置
し
、
公
共
施
設
な
ど
の

整
理
統
合
、
集
約
化
、
複

橋本弘山羽村市長インタビュー

自
動
車
羽
村
工
場
に
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
・
パ
ー
ト

ナ
ー
に
応
募
し
て
も
ら
い

羽
村
市
動
物
公
園
の
愛
称

が
「
ヒ
ノ
ト
ン
ト
ン
Ｚ
Ｏ

Ｏ
」
に
な
っ
た
。
22
年
度

は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
、
獣
舎
の
改
修
を

行
っ
て
い
き
た
い
。ま
た
、

市
長
給
与
も
引
き
続
き
20

％
削
減
し
、
先
頭
に
立
っ

て
財
政
健
全
化
に
取
り
組

ん
で
い
く
決
意
だ
。

　

羽
村
駅
西
口
土
地
区
画

整
理
事
業
の
検
証
は
ど
う

進
め
て
い
る
か
。
そ
も
そ

も
何
を
見
直
そ
う
と
し
た

の
か
。
選
挙
で
市
長
を
支

持
し
た
市
民

団
体
の
声
を

ど
う
い
か
し

て
い
く
の

か
。

　

橋
本　

土

地
区
画
整
理

事
業
の
最
適

な
進
め
方
に

つ
い
て
検
討

す
る
学
識
経

験
者
ら
に
よ

る
検
証
会
議

を
設
置
し
、

会
議
で
の
意

見
を
参
考
に

年
度
内
に
具

体
的
な
方
向

性
を
打
ち
出

し
て
い
く
。
検
証
会
議
は

事
業
の
現
状
を
踏
ま
え
た

上
で
、
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
へ
の
対
応
や
、
生
活

環
境
、
防
災
機
能
の
改
善

な
ど
の
観
点
か
ら
事
業
の

よ
り
効
率
的
、
効
果
的
な

進
め
方
を
検
証
し
て
い
く

も
の
で
、
上
半
期
を
目
途

に
５
回
程
度
を
予
定
し
て

い
る
。
市
民
の
意
見
聴
取

に
つ
い
て
は
方
向
性
を
導

き
出
す
過
程
で
必
要
性
に

お
い
て
判
断
し
て
い
く
つ

も
り
だ
。

　

都
市
基
盤
整
備
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
促
進
、
環
境
な

ど
の
施
策
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
を
ど
う
す
す
め
る

の
か
。

　

橋
本　

公
共
交
通
の
結

節
点
と
な
る
羽
村
駅
西
口

駅
前
広
場
の
整
備
や
近
隣

市
町
と
を
結
ぶ
広
域
的
な

幹
線
道
路
な
ど
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
都
市

防
災
機
能
の
強
化
や
安

全
・
安
心
で
快
適
な
歩
行

空
間
の
確
保
、
良
好
な
都

市
景
観
の
創
出
に
向
け
、

道
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

や
無
電
中
化
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
促
進
は

時
代
の
流
れ
に
な
っ
て
い

る
。

　

橋
本　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

促
進
で
は
、
行
政
の
デ
ジ

風通しの良い職場づくり推進

秋川駅

五日市街道

●あきる野とうきゅう

■←
ココ
●西武信金

秋川駅徒歩1分

初診料 3,000円
治療費 3,500円

（学生2,500円）

あきる野市秋川1-1-13共和ビル3階

０４２（５５０）５５９１　完全予約診療（当日予約も可） 土日も診療

秋川駅北口

坐骨神経痛＝お尻から足にかけて痛み、
シビレで歩くことが困難な方笹

原
プ
ロ
は

「
私
が
元
気
に
大
会
に
出
場
で
き

る
の
は
痛
め
た
腰
・
肩
の
治
療
を

受
け
、体
の
ケ
ア
を
し
て
い
る

か
ら
で
す
」

どこにいっても直らなかった方へ(3密対策を徹底)

この広告で来院した方は

初診料無料
坐骨神経痛、ヘルニア（腰、頚椎）、脊
椎管狭さく、五十肩、ひざ関節症、肩
こり、エルボ（テニス・ゴルフ）、湿疹、
スポーツ障害など

41年の実績
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社
会
福
祉
法
人
さ
く
ら
ぎ
会
を
設
立

し
た
宮
林
瑛
さ
と
し

氏
は
１
９
６
３
年
に
日

本
大
学
法
学
部
を
卒
業
。
武
蔵
野
市
役

所
に
奉
職
し
て
い
る
。
入
庁
か
ら
６
年

目
、
福
祉
事
務
所
に
異
動
。
ケ
ー
ス
ワ

ー
カ
ー
を
務
め
た
。
そ
れ
が
父
の
原
点

だ
と
長
男
で
同
会
理
事
長
の
宮
林
大
輔

氏
は
話
す
。

　
「
仕
事
に
私
立
保
育
園
の
入
退
園
管

理
が
あ
り
、
現
場
で
保
育
士
や
園
児
と

触
れ
合
う
う
ち
に
『
こ
ん
な
場
所
が
日

の
出
町
に
も
あ
れ
ば
…
…
』
と
考
え
た

ら
し
い
。
学
生
時
代
と
役
所
で
の
人
脈

を
活
か
し
た
挑
戦
が
実
っ
た
の
は
74

年
、
70
名
の
園
児
を
迎
え
て
さ
く
ら
ぎ

保
育
園
の
入
園
式
が
行
わ
れ
た
」

　

追
い
風
は
、
同
町
で
進
ん
で
い
た
大

規
模
な
住
宅
開
発
。
人
口
増
加
に
保
育

園
の
ニ
ー
ズ
は
高
か
っ
た
。
園
児
た
ち

の
父
母
に
は
、
瑛
氏
の
中
学
校
の
同
級

生
も
少
な
く
な
い
。
日
曜
日
と
も
な
る

と
地
域
ぐ
る
み
で
園
庭
の
整
備
に
汗
を

人
に
優
し
い
社
会
福
祉
の
道

流
し
て
く
れ
た
と
い
う
。

　
「
行
政
と
も
折
衝
し
て
い

く
な
か
で
、
日
の
出
町
の
福

祉
全
般
に
も
取
り
組
み
た
い

と
の
思
い
が
生
じ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
父
は
79
年
に
町

議
会
議
員
に
立
候
補
し
当

選
。
町
長
選
に
も
出
馬
し
た
も
の
の
、

48
歳
で
政
治
と
は
訣
別
し
た
」

　

と
は
い
え
ま
だ
50
前
、
瑛
氏
が
次
に

選
ん
だ
の
が
高
齢
者
福
祉
。
加
速
す
る

少
子
高
齢
化
の
波
の
中
で
、
秋
川
流
域

に
も
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
整
備
の
ニ

ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
た
。瑛
氏
は
94
年
、

秋
川
市
（
現
あ
き
る
野
市
）
雨
間
の
蛙

沢
ガ
ー
デ
ン
跡
地
に
、
こ
も
れ
び
の
郷

を
開
園
し
た
。

　
「
父
を
支
え
よ
う
と
思
っ
た
私
は
、

国
学
院
大
学
を

卒
業
し
て
5
年

ほ
ど
百
貨
店
で

接
客
を
学
ん

だ
。
介
護
の
現

場
も
経
験
し
、

98
年
に
さ
く
ら

ぎ
会
に
入
職
。

そ
の
際
、
父
か

ら
諭
さ
れ
た
の

は
〝
人
に
優
し
く
〞
と
い
う
こ
と
。
そ

れ
が
私
の
利
用
者
や
ス
タ
ッ
フ
に
接
す

る
心
が
ま
え
だ
」

　

大
輔
氏
は
２
０
０
５
年
に
施
設
長
、

18
年
か
ら
現
職
。時
代
の
流
れ
に
応
え
、

さ
く
ら
ぎ
会
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
ケ
ア

サ
ポ
ー
ト
に
も
進
出
。
瑛
氏
は
晩
年
、

請こ

わ
れ
て
日
の
出
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
に
就
任
。
最
後
の
ご
奉
公
と
し
て

大
局
的
な
立
場
か
ら
法
人
の
運
営
を
見

守
っ
た
。　
　
　
　
　
　
【
岡
村
繁
雄
】

先代の仕事と教え

■ 24■

さくらぎ会　宮林大輔氏

「市民のくらしに寄り添
った行政」の実現を目
指す橋本市長
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タ
ル
化
を
実
効
的
か
つ
効

率
的
に
進
め
る
た
め
専
門

知
識
を
持
つ
外
部
人
材
の

活
用
を
６
月
か
ら
開
始
す

る
。
外
部
人
材
の
専
門
性

を
市
職
員
も
吸
収
し
、
全

庁
横
断
的
に
行
政
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
や
事
務
事
業
の
自
動

化
に
向
け
た
検
討
を
行
う

な
ど
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち

取
り
組
ん
で
い
く
決
意

だ
。

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
も
待
っ

た
な
し
だ
。

　

橋
本　

環
境
施
策
で

は
、
２
０
２
２
年
度
を
始

期
と
す
る
「
地
球
温
暖
化

対
策
地
域
推
進
計
画
」
を

前
年
度
に
改
訂
し
た
。
計

画
で
は
新
た
な
基
本
目
標

と
し
て
「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
の
地
球
に
や
さ
し
い

ま
ち
を
つ
く
る
」
を
掲

げ
、
二
酸
化
炭
素
排
出

量
の
削
減
目
標
と
し
て
、

２
０
３
１
年
度
ま
で
に

２
０
１
３
年
度
比
で
46
％

の
削
減
を
目
指
す
こ
と
と

し
た
。実
現
に
向
け
市
民
、

事
業
者
、
市
が
連
携
し
、

環
境
に
配
慮
し
た
多
様
な

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。

公
共
施
設
の
整
理
統
合
へ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
設
置

　

水
上
公
園
は
い
つ
再
開

す
る
の
か
。

　

橋
本　

活
用
に
つ
い
て

は
「
都
市
計
画
法
」
に
よ

る
用
途
制
限
、「
補
助
金

に
係
る
予
算
の
執
行
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
る
処
分
制
限
な
ど
の
制

約
が
あ
る
中
、
市
民
が
年

間
を
通
し
て
利
用
で
き
る

施
設
と
し
て
整
備
す
る
こ

と
を
基
本
に
、
今
後
の
活

用
を
検
討
し
て
い
る
。
施

設
整
備
の
規
模
や
内
容
、

事
業
費
、
財
源
確
保
な
ど

に
つ
い
て
調
整
を
進
め
、

２
０
２
５
年
度
を
め
ど
に

新
た
な
活
用
方
法
を
決
定

す
る
考
え
だ
。
現
在
、
ベ

ン
チ
や
テ
ー
ブ
ル
、
サ
イ

ク
ル
ラ
ッ
ク
な
ど
を
設
け

た
親
水
エ
リ
ア
、通
称「
じ

ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
」
を
週
末

ご
と
に
開
放
し
、
子
ど
も

た
ち
が
水
遊
び
を
楽
し
ん

で
い
る
。
夏
休
み
期
間
中

は
連
日
開
放
し
、
利
用
し

て
い
た
だ
く
予
定
で
あ

る
。

　

羽
村
市
動
物
公
園
で
日

野
自
動
車
と
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
協

定
を
締
結
し
た
と
の
話
が

あ
っ
た
が
、
シ
ャ
ト
レ
ー

ゼ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と

の
包
括
連
携
協
定
の
締
結

も
し
て
い
る
。
具
体
的
な

取
り
組
み
と
期
待
は
。

　

橋
本　

包
括
連
携
協
定

は
今
年
２
月
16
日
に
締
結

し
た
。
宿
泊
施
設
や
ス
ポ

ー
ツ
施
設
な
ど
の
相
互

利
用
を
は
じ
め
産
業
振

興
、
地
域
防
災
な
ど
双
方

の
資
源
を
有
効
に
活
用
し

た
様
々
な
連
携
を
進
め
る

こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化

と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
現
在
、
7
月
1
日
の

市
民
利
用
に
向
け
て
具
体

的
な
取
組
み
に
つ
い
て
調

整
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。

　

２
０
２
２
年
度
か
ら
10

年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
将

来
像
な
ど
を
定
め
た
「
羽

村
市
基
本
構
想
」
へ
の
意

気
込
み
を
聞
き
た
い
。

　

橋
本　

基
本
構
想
は
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
展
、
自

然
災
害
や
新
た
な
感
染
症

の
脅
威
な
ど
、
市
を
取
り

巻
く
環
境
が
変
化
し
、
ま

ち
づ
く
り
の
転
換
期
を
迎

え
る
中
に
あ
っ
て
、市
民
、

事
業
者
と
行
政
が
将
来
の

ま
ち
の
姿
を
共
有
し
、
羽

村
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て

持
続
可
能
な
ま
ち
と
し
て

発
展
し
て
い
く
た
め
の
指

針
で
あ
り
、
ま
ち
の
将
来

像
を
「
ま
ち
に
広
が
る
笑

顔
と
活
気　

も
っ
と
！
く

ら
し
や
す
い
ま
ち　

は
む

ら
」
と
定
め
た
。
こ
れ
を

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
促
進
で
外
部
人
材
登
用

「まちに広がる笑顔と活気　もっと！
くらしやすいまち　はむら」目指す

　

西
多
摩
の
情
報
紙
街
プ

レ
が
創
刊
10
周
年
記
念
で

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
西

多
摩
２
０
２
２
」を
企
画
、

同
実
行
委
員
会
が
、
西
多

摩
地
域
を
拠
点
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
達
成
に
役
立
つ
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
企

業
、
団
体
、
個
人
を
公
募

し
、
特
に
優
れ
た
取
り
組

み
を
顕
彰
す
る
。
応
募
は

自
薦
他
薦
を
問
わ
な
い
。

６
月
30
日
ま
で
受
け
付
け

る
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
気
候
変

動
や
社
会
の
格
差
の
問
題

な
ど
が
深
刻
さ
を
増
す

中
、
２
０
１
５
年
の
国
連

総
会
で
、
30
年
ま
で
に
達

成
す
る
世
界
共
通
の
17
の

目
標
を
定
め
た
も
の
。
西

多
摩
地
域
で
も
近
年
、
自

然
保
護
を
は
じ
め
教
育
支

援
、
地
域
に
残
る
歴
史
、

文
化
、
伝
統
的
生
活
を
再

認
識
し
、
豊
か
な
暮
ら
し

に
つ
な
げ
る
な
ど
多
く
の

取
り
組
み
が
始
動
し
て
い

る
。

審
査
会
（
東
京
市
町
村
自

治
調
査
会
小
町
邦
彦
参

与
、
多
摩
大
学
経
営
情
報

学
部
長
島
剛
教
授
、
朝
日

新
聞
立
川
支
局
杉
山
圭
子

記
者
、
同
実
行
委
員
会
）

が
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
３
賞
を

決
め
、
７
月
16
日
に
福
生

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
で
開

催
す
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ

ー
ド
西
多
摩
２
０
２
２
」

で
受
賞
者
を
表
彰
す
る
。

　

当
日
は
午
後
１
時
30
分

に
開
会
。
受
賞
式
に
先
立

ち
、
慶
應
大
学
大
学
院
政

策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
の

佐
久
間 

信
哉
特
任
教
授

が
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を"

道
し

る
べ"

に
西
多
摩
地
域
の

再
構
築
を
」
を
テ
ー
マ
に

基
調
講
演
。
次
い
で
西
多

摩
の
３
市
３
町
１
村
の
市

町
村
長
が
参
加
し
、｢

Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
へ
向
け
た､

地
方
自
治
体
の
役
割
と
取

り
組
み｣

に
つ
い
て
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
う
。
多
摩
大
学　

松
本

祐
一
教
授
が
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
タ
ー
を
務
め
る
。

　

西
多
摩
の
３
Ｊ
Ａ
や
８

市
町
村
の
観
光
協
会
、
青

梅
法
人
会
、
８
市
町
村
の

商
工
会
議
所
、
商
工
会
な

ど
が
協
力
。
東
京
都
と
８

市
町
村
が
後
援
す
る
。

　

応
募
と
当
日
の
参
加
は

街
プ
レ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
受
け
付
け
て
い
る
。

　

街
プ
レ
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
達
成
に
向
け
取
り
組

み
を
進
め
る
企
業
、団
体
、

市
民
を
紹
介
し
、
よ
り
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
事
業
へ
の
理
解

と
賛
同
を
広
め
、
目
標
を

達
成
し
て
も
ら
う
こ
と
を

願
い
企
画
し
た
と
し
、
積

極
的
な
応
募
と
当
日
の
参

加
を
願
っ
て
い
る
。

優
れ
た
取
り
組
み
顕
彰　

首
長
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も

7
月
16
日
午
後
1
時
30
分

福
生
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

実
現
し
て
い
く
た
め
、「
一

人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る

こ
と
」「
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
す
る
こ

と
」「
く
ら
し
や
す
さ
を

大
切
に
す
る
こ
と
」「
一

歩
踏
み
出
す
勇
気
と
力
、

英
知
を
大
切
に
す
る
こ

と
」
を
ま
ち
づ
く
り
で
大

切
に
す
る
想
い
と
し
な
が

ら
、自
分
ら
し
く
生
き
る
、

成
長
を
は
ぐ
く
む
、
ス
マ

ー
ト
に
く
ら
す
、
に
ぎ
わ

い
を
創
る
、
く
ら
し
を
守

る
と
い
う
５
つ
の
コ
ン
セ

プ
ト
に
沿
っ
て
、
今
後
10

年
間
の
ま
ち
づ
く
り
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所

存
だ
。

　

お
忙
し
い
中
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
西
多
摩
」

街プレ創刊 10周年記念

“東京のふるさと”檜原村で生活しませんか“東京のふるさと”檜原村で生活しませんか“東京のふるさと”檜原村で生活しませんか

〒190-0214　檜原村 5650-8
TEL042-598-0333   FAX042-598-0334特別養護老人ホーム桧原苑

” 東京のふるさと” と呼ばれる檜原村に、介護老人福祉施設「桧原苑」があります。自然環境は都内随一、その四季折々の環境の中で心安らぐ施設として、
常に改善に取り組みながら、地域や家族の方にオープンな施設を目指しています。　美味しい食事、生活を楽しめる行事プランを取り入れながら、入居者
と共に考え、よりよい施設づくりを実践しています。施設と呼ばれるより、桧原苑という家庭を築いてゆきたいと考えています。

焼
き
た
て
の
パ
ン
と

素
敵
な
空
間

〒205-0002 羽村市栄町 2-22-17
営業時間 9:00 ～ 19:00　　定休日 火曜定休

  OPENGATE　BAKERY

☎042-555-8266

常時約 80種類のパンをご用意。
ウッドデッキのイートインスペースも併設。
ご購入頂いたパンをその場で
お召し上がりいただくこともできます。

オープン ゲート ベーカリー


